
令和４年度 社会人経験者 第２次試験（論文課題）

令和２年 10 月、国は「2050 年カーボンニュートラル（脱炭素社会の実現）」

を宣言し、地球温暖化と向き合う姿勢を明確にしました。

しかし、2050 年までに残された時間が限られている中、私たちや将来世代が

安心して豊かに暮らせる社会を創造するため、脱炭素社会の実現に向けてあら

ゆる施策を速やかに講じていく必要があります。

こうした状況を踏まえ、脱炭素社会の実現に向けて、高知県としてどのよう

に取り組んでいく必要があると思いますか。具体的な施策を挙げながら、あな

たの考えを述べてください。
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